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１．はじめに 

我々は、デジタルアートとデジタル捺染技術[1]

を融合させることで、研究室環境の中において

アートファッションを制作する課題に挑戦して

いる[2]。次のステップとして、本稿では以下の

2 つの研究テーマに挑戦した。(1)デジタル捺染

技術を日本の伝統的なファッションアイテムで

ある着物の制作に応用できるか否か、(2)デジタ

ルアートをベースとしたデザインが着物のデザ

インに合うか否か。 

 

２．デジタルアート

「サウンドオブ生け

花」 

著者の一人である土

佐尚子は、絵の具な

どの液体に音の振動

を与え、その現象を

高速度カメラで撮影

したビデオアート

「サウンドオブ生け花」を制作した（図 1）。こ

の作品に日本美を感じるというコメントを多く

もらっており[3]、本アートは、着物をはじめと

する和のファッションデザインにふさわしい。 

３．デジタル捺染技術によるファッション制作 

京都大学土佐研究室に昇華転写用インクジェッ

トプリンターと熱転写装置（図 2）を設置した。

また、ミシンなども設置し、デザインから縫製

までファッション制作の全工程が可能な環境を

整えた。 

 

４．デジタル捺染技術による着物制作 

4.1 基礎知識の習得 

着物には種々の種類があるが、本研究では高級

感のある着物「お引き摺り」を作ることにした。

お引き摺りとは、江戸時代に生まれた着物のス

タイルで、裾が長いのが特徴である。まずは勉

強のために、祇園の舞妓さんが着ていたお引き

摺りを購入した。さらに、京都で着物を制作す

る会社を経営している A 氏に、着物に関する知

識を教えて頂くこととした。 

 

4.2 試作品 1

の制作 

A 氏から教え

て頂いた知識

をもとに、着

物の試作品を

作ることとし

た。着物の型

紙は、横長の

長方形を長方

形で区切った

シンプルな形

状をしている

（図 3）。購

入したお引摺りを

A 氏に複数のパー

ツに解いてもらい、

それぞれのパーツ

に対応した型紙を

制作した。さらに

その型紙に従って、

まずは紙を使って

着物を試作した。

図 4 は、型紙にデ

ザインを配置し、

プリンターで印刷

したものである。

出来上がった試作

Copyright     2024 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-337

7G-02

情報処理学会第86回全国大会



品 1 を図 5 に示す。

A 氏に試作品をチェ

ックしてもらい、

着物の各パーツが

正しく作られ、正

しく組み立てられ

ていることを確認

した。 

 

4.3 試作品 2、3 の

作成 

A 氏から得た知見を

もとに、「サウン

ドオブ生け花」か

ら適切な場面を切

り出し、デザイン

として用いること

とした。また、素

材を紙からポリエ

ステルに変更した。

ポリエステルを使

った着物の制作は、

すべて研究室内で

行った。出来上が

った試作品 2 を図

6に示す。 

紙製の試作品 1 は

着るのが難しかっ

たが、ポリエステ

ル製の試作品 2 は着やすかったため、人が着た

ときの立体物としての見え方や、歩いたときの

見え方などを詳細に検討することができた。 

試作品 2 では、「サウンドオブ生け花」のさま

ざまな部分から切り出したデザインを、着物の

各部分に合うように配置した。しかし、パーツ

ごとにデザインが

異なることで、結

果として、着物全

体から見た統一感

が失われているこ

とに気づいた。そ

こで、「サウンド

オブ生け花」の特

定の瞬間に合わせ

たデザインを全体

に配置することに

した。出来上がっ

た試作品 3 を図 7

に示す。 

4.4 最終的な着物

の制作 

試作品 3 をもとに、

最終的な着物ファ

ッションを制作す

ることにした。最

終的な着物のプリ

ントおよび縫製作

業は、ファッショ

ンショーでの使用

を考慮し、専門業

者に依頼すること

にした。着物の生

地は、京都の絹織

物専門の会社から購入した。生地へのデザイン

プリントは、シルクにプリントできる設備を持

つデジタル捺染会社に外注した。プリントされ

た生地を図 8に示す。 

プリントされた生地は A 氏の会社で縫製しても

らった。出来

上がった着物

は、2023 年秋

のニューヨー

ク・ファッシ

ョン・ウィー

クのランウェ

イで披露され、

「ヴォーグ」

などの著名な

ファッション

雑誌に掲載さ

れた（図 9）。 

 

5. 結論 

開発した着物

ファッション

が著名なファッション雑誌に掲載されるなど高

く評価されたことから、当初提示した 2 つの研

究テーマは達成できたと結論づけられる。 
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